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第 2 章は本装置の構成について記述し，反射鏡 3 枚を用いる方法によって光源を静止したまま，各
方向の光束を測定できる機構，反射鏡系の分光反射率の測定結果，反射鏡，および，光源の設定に対
する特別な配慮について詳述し，つづいて，各方面に対する光束を自動的に測定し，かっ，積算する
電子装置について説明している。
そして，本装置によって，今までにない高い精度で，配光測定が可能になったことを結論している D
第 3 章は配光測定値より全光束を積算する場合の全光束積算方法の正確さと精度を検討している。
すなわち，各配光測定値，および，測定角度に偶然的変動がある場合のこれらの問題を詳細に考究し
Tこ o
また，等間隔法と等重率法のいずれによっても，一鉛直面内における積算回数が等しい場合は，ほ
ぼ等しい結果の得られることを示している口
また，ガウス法，チエピシェフ法，等間隔法について，その精度を比較，評価した結果を記述して
し可る。
第 4 主主は光源設定位置，方向の誤差が測定値におよぼす影響について検討している。とくに，球面
光源，板状光源，直線光源の光源別による差異について検討し，理論式による結果と実験結果とを比
較している。
第 5 章は本装置に用いた逐次比較式電圧計によって導入される誤差について論じている。すなわち
。。
交流によって光源を点灯した場合の光束の時間的変動がもたらす誤差，および，配光が一様でないた
めに生じる誤差について解析を行なっている。
第 6 章は本装置を用いて，円環光源の全光束簡易算出法の正確さを検討し同法の実用可能性につい
て根拠を与えている。
第 7 章は本装置を用いて，わが国の標準電球に対する国際測光諮問委員会の諮問に回答を与えた経
過を記述し，本装置が標準的測定装置としての精度をもつことを示している口
第 8 章は電子計算機による高速道路の照明設計に対して，本装置による配光測定がいかに役立つか
を述べている。すなわち，道路照明に用いる各光線の配光を本装置で測定し，その測定値をつかうぼ
う大な計算を電子計算機によって行なうことによって，所要平均照度，均斉度を与える光源の高さ，
傾き，間隔が正確に決定されることを示している。
第 9 章は結論であり，本研究によって得られた成果の主なものを総括している。
論文の審査結果の要旨
著者の研究は従来の球形光束計より精度の高い全光束測定装置を得ることおよび，球形光束計では
不可能な配光測定のできる装置を得ること，しかも高度な自動化装置を得ることを目標とした。
著者はこのような目標のもとに，独特な機構を設計し，また，その使用に際して生じ得べきいくつ
かの重要な誤差について厳密な評価を行ない本装置の実用性を確認している。
事実，本装置はわが国における標準電球の全光束測定に用いられ，その測定値は国際的にも承認さ
れている口また，円環光源の全光束算出法の正否判定などにも実用されている白
以上の研究は，照明工学において，とくに重要な配光測定技術に，顕著な進歩をもたらしたもので
あり，したがって，本論文は博士論文として十分価値あるものと認める。
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